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令和５年における海難発生状況（速報値）
～ 神奈川・東京合同地域連絡会～
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交通部 安全対策課
令和６年２月２０日（火）



第三管区海上保安本部

1. 令和５年における海難発生状況（速報値）
～ 令和６年１月１２日 本庁広報資料（抜粋） ～
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１.  令和5年における船舶/人身事故発生状況（速報値）
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＜過去２年との比較＞

事故隻数 死者・行方不明者数

83隻減少

997 978

851

253 246
218

0

500

1000

＜過去２年との比較＞

事故者数 死者・行方不明者数

R3 R4 R5（速報値） R4 R5（速報値）R3

船舶事故発生状況 【単位:隻】 人身事故発生状況 【単位:人】

127人減少

 船舶事故隻数は、1,799隻（前年比83隻減少）
 うち、P/Bの事故が888隻（前年比50隻減少）
 死者・行方不明者数は、59人（前年比7人減少）

 人身事故者数は、851人（前年比127人減少）
 うち、遊泳中の事故が247人（前年比22人減少）
 死者・行方不明者数は、218人（前年比２８人減少）

※本庁速報値はマリンレジャーに伴う事故のみ

ポイント



第三管区海上保安本部

2. 令和５年における海難発生状況（速報値）
～ 令和６年１月３０日 三管本部広報資料 （抜粋）～



 船舶事故隻数:238隻（昨年比10隻減少）、死者・行方不明者数:4人（昨年比5人減少）

 プレジャーボートの事故は、船舶事故全体の55%となる１31隻で最多（昨年比6隻減少）

 運航不能（機関故障）は、船舶事故全体の43%となる102隻で最多（昨年比９隻増加）

,

ポイント

,

船舶種類別発生状況 事故種類別発生状況

,

第三管区海上保安本部２- ① 令和5年における船舶事故発生状況（速報値）
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プレジャーボート 貨物船 漁船
その他 タンカー 遊漁船
旅客船 作業船

242
（7人）

248
（9人）

238
（4人）

10隻減少

（ ）内は死者・行方不明者数

衝突

53隻22%

乗揚

28隻12%

浸水17隻7%

単独衝突16隻7%

転覆14隻6%

火災6隻3%
爆発1隻0% その他1隻0%

令和5年
238隻

（速報値）

運航不能
（機関故障等）
102隻,43％

【単位:隻】 【単位:隻】

船舶事故全体



 プレジャーボートの事故隻数:131隻（昨年比6隻減少）、死者・行方不明者数:3人（昨年比3人減少）

 モーターボートの事故は、プレジャーボートの船舶事故全体の62％となる8１隻で最多（昨年比1隻増加）

 運航不能（機関故障等）は、プレジャーボートの船舶事故全体の54％となる71隻で最多（昨年比3隻増加）

,

ポイント

,

プレジャーボート種類別発生状況 プレジャーボート事故種類別発生状況

,

第三管区海上保安本部２- ② 令和5年における船舶海難発生状況（速報値）

（ ）内は死者・行方不明者数

【単位:隻】
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モーターボート 水上オートバイ ゴムボート
クルーザーヨット ディンギーヨット カヌー
その他

136
（3人）

137
（6人）

131
（3人）

6隻減少

乗揚

18隻14%

衝突

17隻13%

転覆11隻8%

浸水9隻7%

火災2隻1%

単独衝突1隻1% 爆発1隻1% その他1隻1%

令和5年
131隻

（速報値）

運航不能
（機関故障等）

71隻,54％

【単位:隻】

プレジャーボート



第三管区海上保安本部２- ③ 大型船等の船舶海難発生状況
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・全国的には、ほぼ横ばい!
＜海難発生状況の推移（全国:過去3年）＞ ＜海難発生状況の推移（第三管区:過去3年）＞

・第三管区では増加傾向にある!

＜用途／海難種類別発生状況（第三管区:R5速報値）＞ ＜トン階／用途別発生状況（第三管区:R5速報値）＞

・令和5年は貨物船の衝突が目立った!
・その他については、小型作業船等の機関故障

が多かった!
・20t未満は作業関連の船舶が大多数!

7,000～9,000tクラ
スの事故が多かった

【単位:隻】 【単位:隻】

【単位:隻】 【単位:隻】



海難事例紹介【衝突】
【事例】川崎東扇島沖 コンテナ船×貨物船衝突事案
発生日時:令和5年3月2日 午前6時45分頃
気象海象:天候 曇り、南南西の風 10m/s 波高 1.5ｍ 視程良好

＜事案概要＞
東京西航路→鶴見航路向けコンテナ船Ｈ号（約7,500 t)と、東京東航路→根岸向け貨物船Ｍ丸

(285t)が、東扇島沖にて衝突したもの。
Ｈ号は左舷後部に破口、Ｍ丸は右舷船首に損傷が生じるも、浸水、油の流出、けが人無し。

第三管区海上保安本部



人身事故全体

 人身事故発生数:377人（昨年比72人減少）、死者・行方不明者数:120人（昨年比31人減少）

 マリンレジャー活動に伴う人身事故は、人身事故全体の53％となる199人（昨年比21人減少）

 マリンレジャー活動内容では、「遊泳中（56人）」「釣り中（43人）」「サーフィン中（37人）」の順で発生数が多かった

,

ポイント

,

人身事故の内訳 人身事故発生数の推移

,

第三管区海上保安本部3.  令和5年における人身事故発生状況（速報値）

（ ）内は死者・行方不明者数

マリンレジャー以外の

海浜事故

91人24%

船舶海難によらない乗船者の

人身事故

87人23%
令和5年

377人
（120人）
（速報値）

マリンレジャー活動に伴う
人身海難

199人,53％
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マリンレジャー以外の海浜事故
マリンレジャーに伴う海浜事故
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（120人）

72人減少

（ ）内は死者・行方不明者数

【単位:人】
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＜参考＞令和5年 海難発生場所概略図
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特別海上安全指導員による安全啓発

水上オートバイに対する安全啓発

プレジャーボートに対する安全啓発

入港船への訪船指導

FMラジオ出演による安全啓発 イベントにおける若年層への啓発



第三管区海上保安本部

説明は以上です。
ご清聴ありがとうございました。

第三管区海上保安本部
交通部 安全対策課


